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１ 日本の少子化の状況 

(１) 全国の出生数と合計特殊出生率の推移（昭和 22 年～令和４年）  

出生数は第２次ベビーブーム以降、減少を続け、平成３ (1991)年以降は増加

と減少を繰り返しながら緩やかな減少傾向にある。合計特殊出生率は平成 17

（2005）年に過去最低となってからは微増傾向だったが、近年は微減傾向。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「人口動態調査」 

 

(２) 全国の人口構造の推移と見通し  

    国内の人口は、平成 22(2010)年から減少傾向にある。今後も、年少人口  

（0～14 歳）と生産年齢人口の減少が続くとともに、高齢者人口（65 歳以上）

の割合が相対的に上昇し続けると予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：内閣府：「少子化対策白書」 
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２ 福岡市の状況  

（１）福岡市の将来人口推計  

福岡市の人口は、令和22(2040)年頃にピークとなり約170万人に達し、以後

は減少に向かうと推計される。  

年少人口（０～14歳）は減少傾向となるが、全国と比較し緩やかに減少する

と推計される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）福岡市の 15 歳未満人口の内訳と構成率の推移  

全人口に占める年少人口（０～14 歳）の割合は、平成 17（2005）年まで減少

の傾向が続き、以降は横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 
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（３）人口構造（人口ピラミッド）  

福岡市は、全国と比較すると、18 歳以下の各年齢に比べて 19 歳から 26 歳ま

での人口が大幅に増加する形となっている。 

  ○福岡市 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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（４）生産年齢人口における男女構成比  

    福岡市と全国の生産年齢人口を５歳毎に比較すると、全国では、55～59 歳の

区分から女性人口が男性人口を上回るが、福岡市では、全ての年代で女性人口が

男性人口を上回っている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 

人数
人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合
人数

人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合

15～19 37,066人 (50.0%) 37,116人 (50.0%) 2,880千人 (51.3%) 2,737千人 (48.7%)

20～24 47,385人 (48.1%) 51,036人 (51.9%) 3,018千人 (50.9%) 2,913千人 (49.1%)

25～29 45,280人 (46.3%) 52,604人 (53.7%) 3,074千人 (51.0%) 2,958千人 (49.0%)

30～34 46,831人 (47.4%) 52,010人 (52.6%) 3,297千人 (50.8%) 3,188千人 (49.2%)

35～39 51,659人 (47.8%) 56,315人 (52.2%) 3,697千人 (50.6%) 3,615千人 (49.4%)

40～44 55,379人 (48.1%) 59,821人 (51.9%) 4,189千人 (50.5%) 4,102千人 (49.5%)

45～49 59,338人 (48.4%) 63,331人 (51.6%) 4,863千人 (50.4%) 4,787千人 (49.6%)

50～54 49,924人 (48.1%) 53,972人 (51.9%) 4,277千人 (50.1%) 4,263千人 (49.9%)

55～59 43,324人 (48.2%) 46,479人 (51.8%) 3,865千人 (49.8%) 3,902千人 (50.2%)

60～64 39,048人 (48.0%) 42,380人 (52.0%) 3,593千人 (49.2%) 3,704千人 (50.8%)

（参考）

全人口 761,148人 (47.2%) 851,244人 (52.8%) 61,350千人 (48.6%) 64,797千人 (51.4%)

年代

福岡市 全国

男性 女性 男性 女性
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（５）世帯数及び一世帯あたりの平均世帯人員の推移  

福岡市の世帯数は増加傾向にあるが、一世帯あたりの平均世帯人員は減少傾

向となっており、世帯規模の縮小が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

 

（６）家族類型別の一般世帯数の割合  

家族類型別の一般世帯数の割合を見ると、夫婦と子ども世帯の割合が減少し、

非親族・単独世帯が増加するなど、少人数の世帯の割合が増加している。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 
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（７）出生数の推移（昭和 45 年～令和４年）  

福岡市の出生数のピークは、昭和 48(1973)年、第２次ベビーブームのピーク

の年で、その後減少し、平成２(1990)年頃から 13,000 人台のほぼ横ばいで推移

してきたが、平成 20(2008)年以降は 14,000 人台で推移し、近年は減少傾向。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：福岡市推計人口及び厚生労働省「人口動態調査」 

 

（８）政令指定都市の人口 1,000 人あたり出生数  

福岡市の 1,000 人あたりの出生数は 7.5 人で、政令指定都市の中で、20 都市

中第２位となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和４年 人口動態調査」 
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（９）福岡市と全国の合計特殊出生率の推移  

福岡市の合計特殊出生率は、平成 27（2015）年に比べ令和２（2020）年は

0.13 ポイント減少しており、全国値と比較すると、低い値で推移している。  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：厚生労働省「人口動態調査」 

 
 
 
 
 

（10）政令指定都市の合計特殊出生率  

福岡市の合計特殊出生率は、政令指定都市の中で、20 都市中第 16 位となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和２年 人口動態調査」 

   

〔合計特殊出生率とは〕 

15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性が仮に 

その年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数。 

政令指定都市の合計特殊出生率は、国勢調査結果をもとに５年毎に算出。 

順位 都 市 名 数値 順位 都 市 名 数値 順位 都 市 名 数値

1 熊本市 1.51 8 静岡市 1.32 15 相模原市 1.23

2 北九州市 1.47 9 さいたま市 1.30 16 福岡市 1.20

3 浜松市 1.44 9 新潟市 1.30 17 仙台市 1.17

3 堺市 1.44 11 神戸市 1.27 17 大阪市 1.17

5 広島市 1.42 12 川崎市 1.26 19 京都市 1.15

6 岡山市 1.41 13 横浜市 1.25 20 札幌市 1.09

7 名古屋市 1.34 14 千葉市 1.24 1.33全    国
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（11）福岡市の未婚率の推移  

福岡市の未婚率(25～39 歳の５歳階級別)は、令和２年調査では、男女共に低

下している。なお、女性は、全国平均より高い値で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

（12）政令指定都市の若者率  

福岡市の若者率（15～29 歳の人口÷総人口×100(％)）は、政令指定都市の中

で、20 都市中第１位となっている。  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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（13）政令指定都市の人口 1,000 人あたりの学生数  

福岡市の 1,000 人あたりの学生数は、政令指定都市の中で、20 都市中第２位

となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月１日現在 

人口：各市推計人口／学生数：学校基本調査（文部科学省） 

 

 

 

（14）子育て環境満足度  

     子育て環境満足度は、平成 21（2009）年度に 60％を超え、その後、60％台で

推移。近年は、60％台後半から 70％台前半で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：「福岡市基本計画の成果指標に関する意識調査」 

 
   ※ 子育て環境満足度 

福岡市は「子育てしやすい」または「どちらかといえば子育てがしやすい」と 

感じる高校生以下の子を持つ保護者の割合 

 

【学生とは】 

「大学」「短期大学」「専修学校」「各種学校」に通っている者。（院生、聴講生を含む） 

専修学校：学校教育法第 124 条に基づく教育施設（例：専門学校等） 

各種学校：学校教育法第 134 条に基づく教育施設（例：ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ｽｸｰﾙ等） 

1,000人あた

りの学生数
学生数

1,000人あた

りの学生数
学生数

(人) (人) (人) (人)

1 京都市 114.8 166,320 11 大阪市 36.3 99,802

2 福岡市 67.6 109,719 12 広島市 36.2 43,148

3 名古屋市 67.0 155,746 13 静岡市 35.8 24,554

4 仙台市 62.1 68,133 14 北九州市 31.9 29,544

5 岡山市 55.8 40,150 15 相模原市 29.5 21,415

6 神戸市 53.5 80,900 16 横浜市 28.8 108,614

7 熊本市 46.9 34,610 17 浜松市 21.8 17,094

8 新潟市 45.7 35,655 18 堺市 21.1 17,213

9 千葉市 38.5 37,645 19 さいたま市 19.7 26,287

10 札幌市 36.7 72,451 20 川崎市 17.5 26,998
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50%

60%

70%

H18

(2006)

H19

(2007)

H20

(2008)

H21

(2009)

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

R1

(2019)

R2

(2020)

R3

(2021)

R4

(2022)
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71.0

26.4

15.5

14.9

14.2

13.7

10.7

9.8

7.3

4.1

3.8

2.5

5.9

3.9

75.0

27.9

25.2

7.2

30.4

13.8

17.5

8.2

6.9

5.6

4.6

4.6

2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てにかかる費用負担を軽減してほしい

子連れでも出かけやすく、楽し

めるイベントの機会がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業

に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

子どもや子育て家庭を見守る社

会の雰囲気を醸成してほしい

安心して子どもが医療機関にか

かれる体制を整備してほしい

子育てに疲れた時に休息やリフレッシュ

をするためのサポートを充実してほしい

地域で子どもを見守り、育むしくみを充実してほしい

専業主婦・主夫などだれでも気軽に利用でき

る保育サービス（小学生向け含む）がほしい

子どもや親子が安心して集まり、遊び

や情報交換ができる場を作ってほしい

多子世帯の優先入居や広い部屋の割

り当てなど、住宅面の配慮がほしい

子育てに困った時に相談したり、

情報が得られる場を作ってほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

その他

特にない

今回調査(ｎ=1,784）

前回調査(ｎ=2,391）

専門委員会② 関連データ 

 
（１）充実してほしい子育て施策（小学生の保護者）（○は３つまで）  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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40.8

29.7

21.5

19.8

10.0

9.2

8.0

5.7

4.0

1.7

1.5

1.2

5.3

17.6

36.5

26.6

36.7

7.9

13.6

6.1

6.6

3.3

2.0

2.4

3.9

21.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

雨の日でも遊べる場所がない

通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い

暗い通りや見通しのきかないところが多

く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配

自由に安心して遊べる場所が少ない

絵を描いたり、工作、劇など家では

できないことができる場所がない

学校が遠くて通学に不便

公園や緑が少ない

隣近所とのつきあいがない

近所に子どもが少ない

昼間にあまり大人がいない

地域に住民が集まるような場所がない

子どもにとって有害なものがあ

るなど、周りの生活環境が悪い

その他

特に不満はない

今回調査(ｎ=1,784）

前回調査(ｎ=2,391）

 
（２）居住地域の子育て環境で不満なこと（小学生の保護者）（○は３つまで）  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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（３）地域での活動やボランティア活動に関する今後の参加意向（中高生等本人）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8.8

21.2

10.4

8.8

7.3

9.9

7.7

13.0

38.0

43.1

42.2

35.9

37.8

38.0

38.3

43.2

44.0

27.9

39.4

48.4

48.2

46.2

47.8

37.6

9.3

7.8

8.0

6.9

6.8

6.0

6.2

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ア）地域団体（子ども会など）

公民館などでの活動

(ｎ=548）

（イ）体育・スポーツ大会や

盆踊り大会などのお祭り

(ｎ=548）

（ウ）地域の環境美化や資源物回収

（リサイクル）に関する活動

(ｎ=548）

（エ）小学生や小さな子どもたちの遊びや学習、

居場所づくりなどを支援する活動

(ｎ=548）

（オ）高齢者や障がい者のための

福祉に関する活動

(ｎ=548）

（カ）外国人との交流や

国際協力に関する活動

(ｎ=548）

（キ）募金活動やチャリティーバザーなどの活動

(ｎ=548）

（ク）災害支援のための活動

(ｎ=548）

積極的に参加したい きっかけがあれば参加したい 参加するつもりはない 無回答

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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（４）いじめの認知件数の推移  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）長期欠席児童生徒のうち不登校に分類される児童生徒の状況  

 

  
 

 

 

 

  

 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

(H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (R1) (R2) (R3) (R4)

1,000人当たりの

不登校に分類される

生徒数(中学校) (人)

22.8 22 21.2 23.2 17.9 36.7 46.1 45.6 54.4 62.6

不登校に分類される

児童生徒(小学校・

中学校)の復帰率 (%)

39.9 39.4 43.2 43.2 49.2 44.8 47.9 52.2 37.4 28.6

年度

福岡市教育委員会調べ  

福岡市教育委員会調べ  
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64.6

60.2

29.6

25.0

24.8

21.7

20.8

20.6

14.8

13.3

9.9

7.7

6.2

4.4

1.6

0.2

2.7

13.1

67.8

53.1

24.2

12.6

18.4

19.3

19.2

15.5

14.1

10.2

12.0

4.7

6.5

1.9

1.5

0.6

1.8

12.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

受験や成績のこと

自分の将来のこと

外見やスタイルのこと

お金のこと

友人や仲間のこと

就職のこと

性格のこと

学校生活のこと

好きな人や恋愛のこと

家庭・家族のこと

健康のこと

政治や社会のこと

遊びのこと

性のこと

いじめのこと

体罰のこと

その他

とくに悩みや心配ごとはない

今回調査(ｎ=548）

前回調査(ｎ=986）

 
（６）現在の悩みや心配ごと（中高生等本人）（あてはまるものすべてに○）  

 

 
  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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57.3

56.2

55.6

42.5

28.7

23.3

19.3

16.3

13.7

13.0

5.9

4.8

4.1

3.2

2.1

4.9

52.0

48.6

52.4

39.2

28.4

24.0

19.7

8.7

13.6

13.1

5.9

4.8

3.9

4.6

2.9

6.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家計、金銭のこと

自分の将来のこと

仕事のこと

家庭・家族のこと

健康のこと

恋愛のこと、結婚のこと

外見やスタイルのこと

政治や社会のこと

性格のこと

就職のこと

友人や仲間のこと

性のこと

遊びのこと

受験や成績のこと

その他

とくに悩みや心配ごとはない

今回調査(ｎ=1,001）

前回調査(ｎ=1,496）

 
（７）現在の悩みや心配ごと（青年（ 18～ 39 歳））（あてはまるものすべてに○）  

 

 
 
 
 
 
  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答

36.1

6.8

5.7

3.6

13.9

50.4

33.9

15.5

17.2

32.8

12.8

58.2

77.4

77.7

52.0

0.7

1.1

1.5

1.5

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）会えばあいさつを

する人

(ｎ=548）

（イ）会えば立ち話をする人

(ｎ=548）

（ウ）いっしょにスポーツを

したり活動したりする人

(ｎ=548）

（エ）悩みごとを

相談できる人

(ｎ=548）

（オ）悪いことをしたとき

注意してくれる人

(ｎ=548）

たくさんいる 少しいる いない 無回答

 
（８）日頃の気持ち（中高生等本人）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）近所の大人との関わり（中高生等本人）  

 
 
 

合計 20.8％で、前回（ 27.2％）より減少 

合計 46.7％で、前回（ 55.4％）より減少 

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

7.1 17.2 30.3 42.3 3.1

（キ）自分はひとりぼっちだと

感じることがある

(ｎ=548）

合計 24.3% 

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

6.0 14.8 31.9 44.3 2.9

（カ）自分には話せる人が

いないと感じることがある

(ｎ=548）

合計 20.8% 
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